










低温セソター吹田分室 牧 山 博 美(内 線3965)
低温センター吹 田分室では、永年の要望だった大型ヘ リウム液化装置が、平成7年 度施設整備費によっ
て導入 され、平成8年7月 か ら本格稼動に入 りま した。公称 では、1時 間 あた りの液化能力が108リッ
トルと、それまでに使用 していた液化機のおよそ4倍 強の能力を有 しています。それによって、大 ロヘ
リウムの申 し込み期限 も、発足当初か らの 「希望 日の一週間前」から 「希望 日の前 日」へ と改正 されま
した。以来一年余 り経 った現在、液供給の面に限 って言えば、何 ら不都合 もな く対応出来ています。
ところが、液体 ヘ リウムの使用:量の方はと申 します と、大型ヘ リウム液化装置導入以降 も、年間供給
量の伸び率は芳 しくないとい うのが実状です。その原因を探 ってい くと大 きく二つの問題点が見 えてき
ます。
その一つに回収配管の整備の立ち遅れが挙げ られます。たとえば、新たにヘ リウムユーザー となりま
した薬学部におきま しては、平成9年6月 よ り、それまで大気に放 出 していた蒸発ヘ リウムガスを回収
し、7㎡ のボ ンベに充填 し、 トラック等でセンターへ搬送す るとい う方法 を取 り入れ るようにな りまし
た。それによって、.年間50リ ッ トル程度だった液体ヘ リウムの使用量 は、回収開始か らの3ヶ 月間で、
およそ400リッ トル と顕著な伸びを示 しています。 この方法では、薬学部ヘ リウム利用関係者 に多大 な
労力を強いることになります。が他方、蒸発ガスを回収 さえすれば液体ヘ リウムの使用量が増え ること
を示 しています。従 って、回収配管の整備 こそが緊急 の課題なのです。
もう一つの問題点は、ヘ リウムガス回収率低下の原因究明で しょう。 ここ数年、ヘ リウムガスの回収
率は低下の傾向にあ ります。その主な原因は、既設の回収配管からのガスリー クと、研究者の液体ヘ リ
ウムの利用の方法にあるのではないか と考え られます。前者 については、配管設置後、長年の問、圧力
をかけた本格的 な気密テス トを行っていないことから、各系統毎の リークチェックを、早急 に行 うこと
が対応策となるで しょう。特に、震災後の影響が気がか りです。後者 については、液体ヘ リウムを使 う
人ひ とりひとりが、ヘ リウムガス回収に努力す る意識を持って もらえるよう働きかけることが必要では
ないかと思われます。回収率の低下 によって、ユーザー側の負担す るヘ リウムガス損失料金の増加が、
ヘ リウム供給:量伸び率を押 さえているとも推測 されます。
次に、近年の実験装置の性能 向上に伴い、低温実験の準備段階での/ウ ハウがおざなりになっている
傾向 も見 られ ます。実験に支障のないものであればとりたてて問題視す る必要はありませんが、現実に
低温セソターに相談に来ることからして、やは り支障があるように思われ ます。最近 の相談の大半は、
先輩から後輩へと実験技術 を伝承 されていないことが、原因ではないかと思われます。 このよ うな実状
から、低温センター吹 田分室の今後の在 り方を考えてみ るとき、 これまでの ように(何 かの問題につ き)
独断でセンターが対応するのでなしに、他機関(ユ ーザー)か ら提起 された問題 を、その機関 と協調 し
て対応 してゆ くよう変化 しなければならないと思います。
ひ とむか し前 は、液体ヘ リウムの需要に供給が間に合わず、利用者 から 「液体ヘ リウムのフロに入れ
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る くらい供給 して欲 しい」と言われた頃が懐か しい ような気 もします。いずれ、現液化機の能力を超 え
る くらいの需要があることを想定 して、利用者の要望が届 き易い環境 を作 ってい くために、センターの
ひとりとして、ユーザーとどの ような関わ り方をもつべ きか、それぞれの権利 に応 じ責任 も分担 し、開
かれたセ ソターとしてい くため にはどうあるべ きか、模索 している最中です。
ここ1年 、低温セソターの現場運用について、百瀬英毅助手 と夜を徹 して議論を重ねてきま した。多
様化す る価値観、めまぐるしく変容する時代の:ニー ズと対峙 し、低温ユーザーに対 して、どのような対
応がよ り相応 しいか、未だ結論を出 し得てはいませんが、セソター技官 としての立場か らの、現時点で
の私見を述べさせて頂 きました。お気に触 りな点 はご容赦願います。
文末にな りましたが、方向を見失いがちな私に温かい助言を授けて下 さった濱 口智尋副センター長に、
心 よりお礼申 し上げます。
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